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Town Topics　 まちの だいわ

　一般財団法人日本善行会から平成26年度秋季善行

表彰を受賞したときわっ子本の会が、町長に受賞の報

告をしました。今後の目標を伺うと「もっと若いメン

バーを増やして、一緒にお話の面白さを伝えていきた

い」と話してくれました。

場所：町長室
活動の輪を広げて12

７

場所：弘前地区消防事務組合東消防署北分署

　新しい弘前地区消防事務組合東消防署北分署が完成

し、その落成式が行われました。式の中では子どもに

よるダンスも披露され、今後の町の防災拠点としての

役割が期待される新しい北分署の門出を華々しく彩っ

ていました。

新たな防災拠点として12
８

　

場所：藤崎町社会福祉協議会
町の福祉のために12

９

場所：町文化センター

　平成26年度青森県老連健康福祉大学校卒業式が行わ

れ、47名の卒業生が卒業証書を受け取りました。あい

さつを行った藤崎町社会福祉協議会の石澤善成会長は

「これを機に地域の人と仲良く元気に町づくりに参加

してほしい」と話していました。

学びの姿勢を大切に12
19

　板柳町に店舗を構える株式会社じどうしゃやが藤崎

町の小中学校図書購入費として43万円を町に寄付しま

した。藤崎町出身という縁で今回の寄付を行った中田

祐樹社長は「１台売れるごとに1,000円寄付することに

している。仕事のモチベーション維持のためにも続け

ていきたい」と話していました。

場所：町長室
善意の寄付に感謝12

25

　老人クラブ連合会文化芸能発表が行われ、参加者た

ちは日頃から練習を積み重ねてきた歌や踊りを、大勢

の観客の前で披露していました。観客からも舞台上の

発表者に対し、大きな拍手が送られていました。

場所：町文化センター
日頃の練習の成果を披露12

26

　一般社団法人青森県子ども会育成連合会と青森県教

育委員会から表彰を受けた藤崎町の団体や個人のうち、

常盤松の子子ども会、福左内風の子子ども会、榊子ど

も会、藤崎町子ども会ジュニアリーダー会、髙木志津

さんが町長に受賞の報告をしました。

場所：町長室
子どもたちの力が地域のために１

８

　平成26年藤崎町叙勲受章祝賀会が開催され、平成26
年に叙勲を受章した齋藤惠一さん、工藤勲さん、館山

昭雄さんをお祝いしました。受章者の方々は「これま

での経験を生かしてこれからも地域のために頑張りた

い」と話していました。

場所：町文化センター
叙勲の栄誉を讃えて12

23

　俵舛、下俵舛、柏木堰の３町内合同で毎年行われて

いる年縄奉納行事が行われました、参加者は年縄を担

いで３町内を練り歩いた後、柏木堰地区にある崇染宮

に奉納しました。

場所：崇染宮
地域の伝統を継承して１

１

　１月１日(木・祝)、に行われた「第352回常盤

八幡宮年縄奉納行事」でのひとコマ。
　極寒の朝、水ごりを行った締込姿

の男性たちが「サイギ、サイギ」の掛け

声とともに、年縄を担いで練り歩きま

した。途中吹雪き出すあいにくの天気

でしたが、無事に年縄を奉納し、五穀

豊穣や家内安全を祈願しました。

～表紙の説明～～表紙の説明～

　藤崎中学校ボランティア委員会が文化祭で開催した

チャリティーバザーの売上金7,345円を藤崎町社会福祉

協議会に寄付しました。委員長の木村唯人君(２年)は

「どれくらい売れるか不安だったけど、最終的にたく

さん売れてほっとした」と話していました。

　平成27年藤崎町消防出初式が行われ、多くの町民

が見守る中、機械点検や分列行進などが行われました。

団員たちは、災害のない明るい１年になることを祈り

つつ、事故のない防災活動を行う決意を新たにしてい

ました。

場所：町役場駐車場、町文化センター
災害のない１年を願って１

11

 
 

自分プロデュース 元気できれい

0172-55-0379TEL.

プロテオグリカン配合

赤ちゃんほしい
妊婦と産後の腰と骨盤

整体・光線治療

LCS レディースケアしらはま/ (株)サライト

弘前市城東 4-5-1
<HP>http://saraito-s.com/

保湿ゲルクリーム「おかあさんつけて」大好評発売中！
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ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
い
い
汗
を
流
し
、

健
康
で
生
き
生
き
と
元
気
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
寄
与
す
る

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
関
係

団
体
と
協
議
を
深
め
、
多
く
の
町
民

が
「
自
分
の
健
康
は
自
ら
維
持
す

る
」
と
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
含
め
、
振
興
策
を
検
討
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

稲
わ
ら
有
効
利
用
に
つ
い

て当
町
に
お
け
る
稲
わ
ら
の

有
効
利
用
の
促
進
及
び
焼

却
防
止
対
策
と
し
ま
し
て
は
、
町
広

報
や
防
災
無
線
、
巡
回
等
に
よ
り
、

農
家
に
対
す
る
呼
び
か
け
を
随
時

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
残
念
な
が
ら
町
稲
わ
ら
利

用
組
合
に
よ
る
収
集
活
動
が
休
止
し

た
こ
と
か
ら
、
農
家
に
対
す
る
呼
び

か
け
も
さ
ら
に
強
化
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
農
家
の
皆
様

に
稲
わ
ら
の
有
効
利
用
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

農
業
団
体
等
へ
す
き
込
み
を
委
託
す

る
場
合
の
経
費
に
つ
い
て
、
そ
の
一

部
を
助
成
す
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

も
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

い
タ
イ
ミ
ン
グ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
新
町
誌
編
さ
ん
に
当
た
っ

て
は
、
編
さ
ん
遂
行
体
制
づ
く
り
や

各
分
野
に
お
け
る
資
料
収
集
、
新
た

に
確
認
さ
れ
た
資
料
の
検
証
な
ど
、

相
応
の
期
間
が
必
要
な
こ
と
な
ど
の

課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
こ

れ
ら
の
こ
と
を
総
合
的
に
勘
案
し
な

が
ら
、
新
藤
崎
町
誌
の
編
さ
ん
・
発

刊
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
に
お
け
る
教

育
の
充
実
に
つ
い
て

町
の
教
育
に
つ
い
て
は
、

「
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、

多
様
性
を
尊
重
し
、
創
造
力
豊
か
で
、

新
し
い
時
代
を
主
体
的
に
切
り
拓
く

人
づ
く
り
を
目
指
す
」
こ
と
を
教
育

施
策
の
方
針
に
据
え
、
「
夢
や
志
の

実
現
に
向
け
、
知
・
徳
・
体
を
育
む

学
校
教
育
」
を
目
標
に
推
進
し
、
目

標
達
成
を
図
る
た
め
に
重
点
事
項
を

示
し
、
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
る
町
単
独

の
主
な
施
策
を
具
体
的
に
申
し
上
げ
ま

す
と
、
児
童
生
徒
の
学
校
生
活
や
学
習

支
援
を
行
う
学
力
向
上
支
援
員
や
特
別

支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
、
英
語
指
導

助
手
の
配
置
、
電
子
黒
板
や
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
、
町
内

学
力
調
査
の
実
施
、
家
庭
学
習
の
手
引

き
の
配
布
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

合
併
前
の
藤
崎
町
誌
、
常

盤
村
史
の
作
成
に
つ
い
て

藤
崎
町
誌
は
18
年
前
、
常

盤
村
史
は
10
年
前
に
発
刊

さ
れ
た
の
が
最
後
で
あ
り
、
当
町
に

と
っ
て
大
変
重
要
な
意
味
を
も
ち
ま

す
旧
常
盤
村
と
旧
藤
崎
町
合
併
の
経

緯
や
、
そ
の
後
の
町
の
変
遷
な
ど
を

記
述
し
た
新
藤
崎
町
誌
の
編
さ
ん
に

は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
町
誌
を
編
さ
ん
・
発
刊
す
る
こ
と

は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
郷
土
の
歴

史
と
文
化
を
共
有
し
、
絆
と
融
和
を

大
切
に
、
町
民
が
主
役
の
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
肝
要
な

こ
と
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
町
誌
や
村
史
は
節
目

の
年
に
発
刊
さ
れ
て
お
り
、
新
町
誌
に

つ
き
ま
し
て
も
、
合
併
10
周
年
を
記
念

し
、
編
さ
ん
・
発
刊
す
る
に
は
丁
度
よ

補
正
予
算

■
一
般
会
計

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
職
員
等
の

給
料
等
の
改
正
に
よ
る
人
件
費
、

障
害
者
・
児
童
福
祉
に
係
る
社
会

保
障
費
及
び
米
価
下
落
に
係
る
対

策
費
用
の
追
加
を
中
心
に
、
歳
入

歳
出
と
も
に
５
８
３
５
万
１
千
円

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

■
特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険(

事
業
勘
定)

　
　

　
特
別
会
計
　
歳
入
歳
出
と
も
　
　

　
１
３
７
万
６
千
円
減
額

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
と
も
　
　
　
　
　
　
　

　
10
万
５
千
円
追
加

・
介
護
保
険(

事
業
勘
定)

特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
と
も

　
２
０
０
万
円
追
加

・
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
支
出
追
加

　
　
　
　
　(

固
定
資
産
除
去
費
等)

・
下
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支
　
変
更
な
し

　
　
　
　
　
　
　(

人
件
費
の
調
整)

一 

般 

質 

問

相
馬
　
勝
治 

議
員

　
平
成
26
年
12
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
、
平
成
26
年
第
４
回
藤
崎
町
議
会

定
例
会
が
開
か
れ
、
報
告
１
件
、
諮
問
２
件
、
議
案
26
件
に
つ
い
て
審
議

し
、
承
認
お
よ
び
原
案
通
り
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
第
４
回
　
議
会
定
例
会

会
期 

12
月
５
日
～
11
日
の
７
日
間

審議された議案の案件および内容

■報告

・専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件(平成26年度藤崎町一般会計補正予算(第７回))

■諮問
・人権擁護委員の推薦につき意見を求めるの件
・人権擁護委員の推薦につき意見を求めるの件

■議案
・藤崎町名誉町民の選定の件
・藤崎町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例案
・藤崎町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案
・藤崎町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案
・藤崎町教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例案
・藤崎町議会の議決すべき事件を定める条例の全部を改正する条例案
・藤崎町手数料条例の一部を改正する条例案
・藤崎町ひとり親家庭等医療費給付条例の一部を改正する条例案
・藤崎町国民健康保険条例の一部を改正する条例案
・藤崎町町営住宅条例の一部を改正する条例案
・青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の増加及び青森県市町村総合事

務組合規約の変更について
・津軽広域連合規約の一部変更について
・黒石地区清掃施設組合規約の一部変更について
・定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について
・訴えの提起の件
・訴えの提起の件
・民事調停の件
・民事調停の件
・藤崎町藤崎老人福祉センター等の指定管理者の指定の件
・藤崎町農産物直売施設の指定管理者の指定の件
・平成26年度藤崎町一般会計補正予算(第８回)案
・平成26年度藤崎町国民健康保険(事業勘定)特別会計補正予算(第３回)案
・平成26年度藤崎町後期高齢者医療特別会計補正予算(第３回)案
・平成26年度藤崎町介護保険(事業勘定)特別会計補正予算(第３回)案
・平成26年度藤崎町水道事業会計補正予算(第２回)案
・平成26年度藤崎町下水道事業会計補正予算(第３回)案

   

問

 

答 行
政
問
題
に
つ
い
て

平成26年第４回　議会定例会

　
教
育
の
充
実
を
図
る
上
で
は
、
画

一
的
な
指
導
に
終
始
す
る
の
で
は
な

く
、
柔
道
形
の
部
の
全
国
準
優
勝
や

東
北
選
抜
野
球
大
会
の
優
勝
、
ま
た
、

科
学
の
甲
子
園
大
会
並
び
に
ス
ク
ー

ル
バ
ン
ド
等
の
全
国
大
会
へ
出
場
す

る
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を

尊
重
し
、
個
々
の
伸
長
を
図
り
、
確

か
な
学
力
と
豊
か
な
人
間
性
を
身
に

つ
け
、
変
化
の
激
し
い
社
会
の
中
で

た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
今
後
と
も
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
く

所
存
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
通
し
て
の

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
は
、
生
涯
を
通

じ
て
健
康
の
保
持
増
進
を

目
的
に
「
だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
、

気
軽
に
参
加
で
き
る
」
よ
う
、
児
童

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
を

対
象
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
国
で
も
ス
ポ
ー
ツ
振
興

と
心
身
の
健
や
か
な
発
達
と
健
康
の

保
持
増
進
に
向
け
て
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

相
馬
議
員
が
会
長
を
務
め
て
い
る
体

育
協
会
を
は
じ
め
各
競
技
団
体
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
町
と
し
ま
し

て
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
や
町
民
体

育
大
会
等
を
開
催
し
、
町
民
が
ス

え
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
米
価
の
下
落
に
対

す
る
町
の
対
応
に
つ
い
て

今
年
産
つ
が
る
ロ
マ
ン
の
概

算
金
が
、
採
算
ラ
イ
ン
を
割

る
水
準
ま
で
下
落
し
、
米
生
産
農
家

に
と
っ
て
は
極
め
て
深
刻
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
10
月
初
め
に
、
自
民
党
県

連
会
長
並
び
に
県
知
事
に
対
し
、
県

市
長
会
並
び
に
県
町
村
会
を
通
し
て
、

米
価
下
落
に
対
す
る
対
策
を
緊
急
に

講
じ
る
よ
う
緊
急
要
請
書
を
提
出
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
米
農
家
の
再
生
産
意
欲
の

持
続
と
喚
起
を
図
る
た
め
に
、
近
隣
市

町
村
と
足
並
み
を
揃
え
る
形
で
今
年
産

種
子
の
購
入
費
に
対
し
、
そ
の
一
部
を

助
成
す
る
補
正
予
算
を
本
定
例
会
に
提

案
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
国
、
県
の
動
向
を
見
極
め

な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
対
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
コ
ン
フ
ュ
ー

ザ
ー
Ｒ
の
実
績
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
ま
す
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー

Ｒ
設
置
に
対
し
て
「
検
証
」
と
い
う
こ

と
で
、
昨
年
ま
で
の
３
年
間
、
実
証
試

験
と
い
う
形
で
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
設
置
園
地
で
は

対
象
害
虫
の
発
生
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

ず
、
防
除
効
果
が
極
め
て
高
い
こ
と
が

実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
補
助
率
等
を
設
定

し
、
正
式
に
補
助
事
業
と
し
て
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
費
用
対
効
果
が

非
常
に
高
い
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

町
の
防
災
対
策
に
お
け
る
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

災
害
に
対
し
て
は
、
常
日
頃

か
ら
対
応
で
き
る
よ
う
準
備

を
し
て
お
く
こ
と
が
鉄
則
と
考
え
て

い
ま
す
。
近
年
で
も
、
平
成
25
年
度

の
台
風
18
号
を
は
じ
め
、
今
年
度
に

お
い
て
も
８
月
６
日
未
明
か
ら
の
豪

雨
、
11
月
２
日
か
ら
４
日
に
か
け
て

の
低
気
圧
に
よ
る
強
風
等
、
毎
年
の

よ
う
に
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
災
害
に
対
し
て
は
、
藤
崎
町
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
い
て
対
応
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
被
害
の
発
生
し
た
箇
所
、

発
生
し
そ
う
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、

発
生
を
防
ぐ
よ
う
な
対
策
、
被
害
の

状
況
が
緩
和
さ
れ
る
対
策
を
講
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題

に
つ
い
て
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
そ
の
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
、
被
害
の
拡
大
を
防
止
す

る
た
め
に
は
、
自
主
防
災
組
織
の
育

成
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
町
に
は
現
在
、
自
主
防
災
組
織
が

１
団
体
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
現
在

教
育
問
題
に
つ
い
て

農
業
政
策
に
つ
い
て

災
害
対
策
に
つ
い
て
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広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告

介
護
保
険
料
は
、
介
護
保

険
法
に
よ
り
市
町
村
が
条

例
で
定
め
る
と
さ
れ
、
市
町
村
介
護

保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
、
介
護
給

付
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
な
ど

を
基
に
算
定
し
、
お
お
む
ね
３
年
を

通
じ
、
財
政
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
質
問
の
介
護
保
険
料
の
改
正
に

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
基
礎
と
な
る

介
護
保
険
事
業
計
画
が
、
町
介
護
保

険
運
営
協
議
会
に
お
い
て
現
在
審
議

中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
答
弁
は
差
し

控
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
今
後
、
審
議
が
終
了
し
、
保

険
料
率
の
改
正
が
必
要
と
な
れ
ば
、

平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
に
お
き
ま

し
て
、
改
正
条
例
を
上
程
し
、
ご
審

議
を
賜
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高
齢
者
住
宅
の
介
護
漬
け
問

題
に
つ
い
て

当
町
に
も
高
齢
者
を
入
居

さ
せ
、
食
事
の
提
供
そ
の

他
日
常
生
活
に
必
要
な
便
宜
を
提
供

す
る
「
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」

が
４
か
所
、
入
居
者
の
安
否
確
認
や

生
活
相
談
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住

宅
」
が
１
か
所
、
そ
の
ほ
か
住
所
地

特
例
に
よ
り
他
市
町
村
の
高
齢
者
住

宅
に
入
居
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

受
け
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
ご
質
問
の
「
高
齢
者
住
宅
の
介
護

け
、
専
門
的
分
野
に
お
け
る
意
見
を

集
約
し
、
実
施
設
計
業
務
に
反
映
さ

せ
る
た
め
の
委
員
会
で
あ
り
、
設
立

時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
産
者
に

対
す
る
説
明
並
び
に
意
見
聴
取
を

行
っ
た
後
の
、
来
年
の
10
月
頃
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
委
員
の
人
選
に
つ
き
ま
し

て
は
、
生
産
者
の
代
表
、
販
売
者
、

有
識
者
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
県
、
町

の
８
名
程
度
で
組
織
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

米
価
暴
落
に
対
し
て
政
府
・

農
水
省
に
ど
の
よ
う
な
事
項

を
要
望
し
た
の
か

①
今
年
度
の
コ
メ
直
接
支
払
交
付
金

半
減
措
置
の
撤
回
を
求
め
て
い
く
こ

と
に
つ
い
て

②
政
府
と
し
て
過
剰
米
の
市
場
隔
離

を
は
じ
め
と
す
る
需
給
調
整
に
乗
り
出

す
こ
と
を
要
望
す
る
こ
と
に
つ
い
て

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

９
月
の
定
例
会
で
の
請
願

書
の
提
出
に
対
し
、
農
林
水
産
大
臣

あ
て
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
私
と
し
ま
し
て
も
こ
れ
を
重
く
受

け
止
め
、
定
例
会
終
了
日
の
翌
日
、
県

町
村
会
の
事
務
局
長
へ
こ
の
内
容
に
つ

い
て
連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

漬
け
問
題
」
は
、
高
齢
者
住
宅
を
運

営
す
る
事
業
者
が
、
入
居
者
が
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
は
系
列
グ

ル
ー
プ
を
利
用
す
る
こ
と
を
入
居
条

件
と
し
て
囲
い
込
み
、
真
に
必
要
と

す
る
サ
ー
ビ
ス
量
を
超
え
る
過
剰
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
介
護
報
酬
を

受
け
取
っ
て
い
る
事
態
が
明
ら
か
に

な
っ
た
問
題
で
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
当
町
で
は
こ
の

よ
う
な
事
実
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、

仮
に
こ
の
よ
う
な
事
実
を
確
認
し
た

場
合
は
、
厳
し
く
対
処
す
る
所
存
で

す
。

町
農
産
物
拠
点
づ
く
り
事
業

の
基
本
計
画
に
つ
い
て

10
月
に
議
員
の
皆
さ
ま
へ

調
査
報
告
書
の
説
明
会
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
調
査
結
果
を
十
分
反
映
さ
せ
、

か
つ
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
理
想
的

な
基
本
構
想
が
出
来
て
く
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
来
年
の
１
月
末
ま
で
に
は
基
本
構

想
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ

り
、
議
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
２
月
中

旬
頃
に
も
説
明
の
機
会
を
設
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

町
農
産
物
拠
点
づ
く
り
準

備
委
員
会
の
設
立
時
期
と

委
員
の
人
選
に
つ
い
て

当
準
備
委
員
会
は
、
町
農

産
物
拠
点
施
設
設
置
に
向

　
た
だ
、
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
町
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
全
国
の

稲
作
農
家
の
問
題
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
青
森
県
に
お
い
て
は
県
の
市
長

会
と
町
村
会
が
連
名
で
、
ま
ず
は
県

に
、
国
に
対
す
る
働
き
か
け
を
強
め

る
よ
う
要
望
書
を
提
出
す
べ
き
だ
と

進
言
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
10
月
初
め
、
県
知
事

あ
て
に
、
米
価
の
下
落
に
対
す
る
対

策
を
緊
急
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
緊

急
要
望
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
す
。

　
併
せ
て
、
自
民
党
県
連
会
長
に
対

し
て
も
同
様
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
の
知
事
会
お
よ
び
各

種
団
体
も
同
様
の
内
容
で
、
国
に
対

し
て
の
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
多
少
な
り
と
も
全
国
か

ら
の
声
は
政
府
に
も
届
い
て
い
る
も
の

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

も
国
、
県
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
独
自
の
利
子
補
給
、

「
ナ
ラ
シ
」
加
入
助
成
、

種
子
助
成
な
ど
の
施
策
を
実
施
す
る

の
か
に
つ
い
て

種
子
購
入
費
に
対
す
る
助

成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近

隣
市
町
村
同
様
、
早
急
に
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
独
自
の
利
子
補
給
や

「
ナ
ラ
シ
」
対
策
へ
の
助
成
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
後
の
国
、
県
の
動
向

「
亀
田
町
内
会
」
「
白
子
町
内
会
」

「
若
松
町
内
会
」
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、
来
年
は
「
福
島
町
内
会
」
で
も

実
施
予
定
の
防
災
訓
練
を
、
他
の

町
内
会
に
も
広
げ
て
い
く
と
と
も
に
、

自
主
防
災
組
織
に
発
展
さ
せ
て
い
け

る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

西
豊
田
地
区
浸
水
対
策
事

業
に
つ
い
て

本
計
画
は
、
近
年
度
々
発
生

す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
際
、
町

道
葛
野
前
田
藤
崎
豊
田
線
沿
線
の
樽

沢
医
院
周
辺
に
お
い
て
、
道
路
冠
水
や

民
地
へ
の
浸
水
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、

沿
線
住
民
よ
り
改
善
対
策
を
強
く
要
望

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
調
査
の
結
果
、
そ
の
原
因
が
既
設

排
水
側
溝
の
排
水
能
力
が
小
さ
い
こ

と
、
ま
た
、
伝
馬
地
区
と
の
側
溝
の

接
続
が
悪
い
こ
と
に
起
因
す
る
た
め
、

西
豊
田
地
区
に
お
い
て
、
集
中
豪
雨

時
に
発
生
す
る
道
路
冠
水
・
浸
水
被

害
に
対
す
る
対
策
の
一
環
と
し
て
、

既
設
排
水
側
溝
の
大
型
化
お
よ
び
流

入
す
る
側
溝
の
付
け
替
え
等
改
良
整

備
を
行
う
も
の
で
す
。

介
護
保
険
料
の
改
正
に
つ

い
て
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を
見
極
め
た
上
で
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
の
米
消
費
の
実
態
と
拡
大

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

町
の
米
消
費
の
実
態
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
独
自
の

デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
農
林
水

産
省
で
出
し
て
い
る
「
米
の
消
費
量

の
推
移
」
に
よ
り
ま
す
と
、
藤
崎
町

で
は
、
１
人
１
年
当
た
り
の
消
費
量

は
、
昨
年
で
57
㎏
と
、
昭
和
40
年
に

は
１
人
年
間
１
１
２
㎏
食
べ
て
い
た

も
の
が
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
半
分
ま
で

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
に
町
が
行
っ
た

「
食
育
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
よ
り
ま

す
と
、
「
朝
食
を
ほ
と
ん
ど
毎
日
家
族

と
一
緒
に
食
べ
る
世
帯
の
割
合
」
は
、

約
半
数
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
年
３
月

に
策
定
し
ま
し
た
第
２
次
藤
崎
町
食

育
推
進
計
画
で
は
、
家
族
団
ら
ん
の

食
卓
づ
く
り
や
食
文
化
の
習
得
な
ど

を
掲
げ
て
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
拡
大
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
当
町
は
生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ

ス
テ
ム
東
京
や
パ
ル
シ
ス
テ
ム
生
活

協
同
組
合
連
合
会
と
「
食
料
と
農
業

に
関
す
る
基
本
協
定
」
を
締
結
し
て

お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
藤
崎
産
の

米
を
よ
り
多
く
の
方
に
食
べ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
こ
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、
強
固
な
も
の
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
田
フ
ル
活
用
、
所
得
向

上
プ
ラ
ン
は
ど
の
よ
う
な

内
容
に
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

当
町
の
水
田
フ
ル
活
用
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
、
当
町
の

水
田
約
１
７
７
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
、

適
地
適
作
を
基
本
と
し
て
、
産
地
交

付
金
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
い
か

に
農
作
物
生
産
の
維
持
・
拡
大
を

図
っ
て
い
く
か
を
取
り
組
み
方
針
と

し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
の
中
に
、
助
成
内
容
を
地
域
で

設
定
で
き
る
産
地
交
付
金
が
あ
り
ま

す
が
、
当
町
で
は
産
地
戦
略
枠
分
と

し
て
、
加
工
用
米
と
大
豆
へ
の
取
り

組
み
に
対
し
、
従
来
枠
分
と
し
て
、

ニ
ン
ニ
ク
、
ア
ス
パ
ラ
、
ト
マ
ト
、

花
き
等
に
対
し
、
助
成
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
有
利
な
制
度
を
最
大
限
利

用
し
、
農
家
の
所
得
向
上
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
度
よ
り
「
特

養
」
入
所
者
は
原
則
介
護

度
３
以
上
と
さ
れ
る
が
、
特
例
入
所

措
置
の
判
断
基
準
は
ど
の
よ
う
に
定

め
ら
れ
る
の
か

介
護
保
険
法
に
よ
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
新

規
入
所
者
は
、
平
成
27
年
４
月
か
ら

介
護
度
３
以
上
に
な
る
予
定
で
す
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
「
特
例

入
所
」
の
判
断
主
体
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
優
先
入
所
指
針
の
取
扱
い
同

様
に
、
各
施
設
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
厚
生
労
働
省
は
入
所
判
定
の
公

平
性
を
確
保
す
る
た
め
に
「
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
特
例
入
所
」
に
係

る
指
針
」
を
示
す
予
定
で
あ
り
、
本

県
も
こ
れ
に
基
づ
き
「
青
森
県
介
護

老
人
福
祉
施
設
入
所
指
針
」
を
改
正

し
、
市
町
村
や
施
設
で
不
公
平
が
な

い
よ
う
に
対
応
す
る
予
定
で
す
。

要
支
援
１
、
２
は
町
の
事
業

と
さ
れ
る
が
対
策
と
実
施
財

源
に
つ
い
て

現
行
の
介
護
保
険
制
度
で
は

全
国
一
律
に
提
供
し
て
き
た

要
支
援
者
が
利
用
す
る
訪
問
介
護
と

通
所
介
護
の
予
防
サ
ー
ビ
ス
は
、
制

度
改
正
に
よ
り
新
し
い
総
合
事
業
と

し
て
市
町
村
が
実
施
す
る
地
域
支
援

事
業
へ
移
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
や

内
容
が
変
化
し
な
い
よ
う
平
成
27
年

度
と
28
年
度
は
経
過
措
置
を
利
用
し
、

現
状
の
ま
ま
の
保
険
給
付
方
式
を
維

持
し
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
指
定
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
へ
の
委
託
方
式
に
よ

り
、
現
行
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
支
援
事
業
移
行
後
も
介
護
保
険
制

度
の
下
で
の
事
業
も
あ
り
ま
す
の
で
、

国
、
県
、
町
の
負
担
に
大
き
な
変
化

は
な
く
、
利
用
者
負
担
も
現
状
ど
お

り
１
割
程
度
を
考
え
て
い
ま
す
。

(

以
上
　
議
会
定
例
会)

 

問

 

問

 

問

 

問

 

答

 

答

 

答

 

答

農
業
政
策
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

浅
利
　
直
志 

議
員

 

問

 

答

 

問 環
境
問
題
に
つ
い
て

 

問

 

答

鶴
賀
谷
　
貴 
議
員

福
祉
問
題
に
つ
い
て

農
政
商
工
問
題
に
つ
い
て

グループホームすごう　職員募集
①募集人員　１名(資格不問・夜勤の出来る方)

②勤務内容　入居者のお世話

③賃　　金　12万円～(夜勤手当あり)

④社会保険　各種保険あり

⑤面　　接　ご連絡いただければ随時行います。

　　　　　　詳細はお問合せまでご連絡ください。

☆お問合せ　グループホームすごう

　　　　　　担当　新谷、二川原　575ー3330

 農夫さん募集！

・採用人数　男性１名　女性１名
・期　　間　春から秋収穫まで
・仕事内容　りんご畑一般作業
・採用方法　面接を行います。
※詳細についてはお問合せください

お問合せ
斉藤農園(担当者　斉藤)　50172-75-2737

 

答
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平成27年度 学童保育児童を募集します

住民課子育て支援係からのお知らせ

　町では、保護者が共働きや自営業などを営んでいるため、放課後に家族が留守となる小学校１年生から３年生

までの児童を対象に、公的施設を利用し、遊び・読書・グループ活動等を通してその健全な育成を図ることや、

学習活動を自主的に行うための環境づくりを目的に、学童保育を実施しています。

　入会を希望される方は、次のとおり申込受付を行いますので申請してください。なお、現在学童保育を利用し

ている児童で、継続して入会を希望する方も、再度お申込みが必要です。

◆対象児童　

小学校１年生から３年生までの児童のうち、日中保

護者が労働等により留守家庭状態となる児童

◆登 録 料　損害保険料相当分(平成27年度は2000円を予定)

※４月上旬に納付書を送付しますので、届き次第納付

してください。

◆提出書類　

　①学童保育入会申請書　②就労証明書(父母両名分)

※提出書類については、住民課子育て支援係、常盤出

張所、各学童クラブ、町内保育所(園)・幼稚園、町

ホームページ(http://www.town.fujisaki. lg.jp/)にあります。

◆申込期間　

　２月２日(月)～23日(月)

※申込期間内に提出がない場合は、原則として４月か

らの利用はできませんのでご注意ください。

◆実施期間　平成27年４月１日～平成28年３月31日

◆実施時間　

　○平日：放課後～午後６時

　○土曜日、休校日、長期休み：午前８時～午後６時

※日曜日、祝日、年末年始、８月13日～15日は休み

◆実施場所　

　藤崎小学校、藤崎中央小学校、常盤小学校

◆申込受付場所　○住民課子育て支援係

　　　　　　　　○常盤出張所

■お問合せ　住民課子育て支援係(内線2135、2136)

◆
支
給
対
象
者

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
方
で
医
療
保
険
と
介
護
保
険

の
自
己
負
担
額(

注)

の
両
方
の
支
払

い
を
し
た
方
が
支
給
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
世
帯
内
に
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
が
複
数
い

る
場
合
は
、
世
帯
で
合
算
し
ま
す
。

◆
対
象
期
間

　
毎
年
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

◆
支
給
額

　
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負

担
額
の
合
計
が
、
所
得
に
応
じ
た
自

己
負
担
限
度
額(

表)

を
超
え
た
場
合

に
、
そ
の
超
え
た
額
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
た
だ
し
、
超
え
た
額
が
５
０
０
円

以
下
の
場
合
は
支
給
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

◆
支
給
申
請

　
支
給
を
受
け
る
に
は
必
ず
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
支
給
の
要
件
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、
２
月
下
旬

に
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
か
ら
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ
を
お

送
り
し
ま
す
。
お
知
ら
せ
が
届
い
た

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ

方
は
担
当
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
対
象
期
間
の
途
中
に
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
方
や

転
入
し
て
き
た
方
等
が
い
る
世
帯
に

は
、
支
給
対
象
と
な
る
世
帯
で
も
、

支
給
申
請
の
お
知
ら
せ
が
送
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
対
象
に

な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
国
保
年
金
係

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ
　

　
住
民
課
国
保
年
金
係

　(

内
線
２
１
３
３)

○申請に必要なもの

　・支給申請書　・後期高齢者医療被保険者証　

　・印鑑(認印) 　・介護保険被保険者証　

　・通帳など口座情報の分かるもの

※被保険者が亡くなっている場合は受領申立書の

　提出が必要です。(事前に提出した場合は不要です)

※被保険者以外の方が申請または受領する場合は委

　任状が必要です。

※重度心身障害者医療費の助成を受けている場合

　は、市町村へ受領を委任する委任状が必要です。

※対象期間中に青森県後期高齢者医療以外の医療保

　険や他市町村の介護保険に加入歴があり、自己負

　担額がある場合は、それらの保険の自己負担額証

　明書が必要です。

　表

所  得  区  分 自己負担限度額
現役並み所得 67万円
一　　　　般 56万円
低  所  得  Ⅱ 31万円
低  所  得  Ⅰ 19万円

 
 低所得Ⅱ：世帯員全員が住民税非課税の方
 低所得Ⅰ：世帯員全員が住民税非課税の方のうち、世  
 　　　　　帯員全員の各所得金額が０円の方
(注)自己負担額は支払った額から高額医療費や高額
　  介護(予防)サービス費を除いた額です。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
へ

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告

常盤診療所
診療時間 月 火 水 木 金 土

午前８時30分～正午 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午後２時～午後６時 ○ ○ ○ ○

～禁煙外来・往診・まき爪の治療も行っています～

(日・祝日休診)

　健診でからだからのお便りをチェック！

　良い習慣の積み重ねで健康に。生活を見

直し、健やかな毎日を送りましょう。

　常勤の管理栄養士、健康運動指導士がお

手伝いいたします。どうぞご相談ください。

藤崎町常盤字富田21－６　50172ー65ー2210

■お問合せ　スポーツ安全協会青森県支部　☎017ー782ー6984

　スポーツ・文化・ボランティア活動など幅広く適用されますので、５名以上の団体でご加入ください。

　詳しくは、スポーツ安全協会青森県支部ホームページ(http://www.sportsanzen.org/)をご覧ください。

スポーツ安全保険に加入しませんか？
1000万人の保険　小さな掛金・大きな補償

◆対象となる事故　・団体活動中の事故　・往復中の事故(自動車事故による賠償責任保険は適用外)

◆補償内容　　　　・傷害保険(通院、入院、後遺障害、死亡)　・賠償責任保険　・突然死葬祭費用保険

◆加入受付期間 平成27年３月１日～平成28年３月30日

◆保険期間　　　　平成27年４月１日午前０時～平成28年３月31日午後12時まで　

　　　　　　　　　※加入手続日が４月１日以後の場合、加入手続日の翌日午前10時から有効です。

◆掛　　金　　　　１人年額800円～11,000円(団体の活動内容、年齢などによって異なります。)

児童・生徒の学習支援をしませんか

学力向上支援員

◆募集要件等　中学校英語または数学の教員免許所持者

◆勤務内容

　○中学校で学力維持向上のために学習支援等を行う

　○中学校の授業・行事等に合わせて基本的に週５日勤

　務(月～金曜日)

　○おおむね午前８時～午後４時の間で１日４～７時間程

　度(学校によっては午後６時程度までの放課後指導あり)

◆勤務条件　時給1,500円　※公務災害補償のみあり

特別支援教育支援員

◆募集要件等

　○子どもの発達状況に応じて接することができる方

　※小中学校教諭(または講師、支援員)・保育士・幼

　稚園教諭等の経験のある方等優遇

◆勤務内容

　○小中学校で特別な支援を必要とする児童生徒に対

　して学習支援等を行う

　○小中学校の授業・行事等に合わせて基本的に週５日

　勤務(月～金曜日)

　○おおむね午前８時～午後４時の間で１日４～７時間程度

◆勤務条件　時給1,000円　※公務災害補償のみあり

～共通事項～
◆募集要件等　藤崎町または近隣市町村に住所を有し、

　　　　　　　健康で通勤可能な方

◆採用予定人員　若干名

◆採用予定日　平成27年４月１日

◆採 用 期 間　平成27年４月１日～平成28年３月31日

◆受 付 期 間　２月２日(月)～２月27日(金)

　　　　　　　午前８時30分～午後５時

◆申 込 方 法

　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真を貼付のう

　え教育委員会学務課へ提出してください。

　※土・日・祝日の受付はできません。

　※郵送の場合は２月27日(金)までの消印有効です。

◆面接予定日　３月中旬　常盤生涯学習文化会館内

　　　　　　　(後日、本人に連絡します)

　※採否は面接および履歴書の審査で決定し、直接本

　人に通知します。

■申込・お問合せ　

　〒038ー1214　藤崎町大字常盤字三西田35番地１

　藤崎町教育委員会学務課(常盤生涯学習文化会館内)

　☎69ー5010

学力向上支援員・特別支援教育支援員を募集します

　 　 　 　 防災行政無線の放送内容を電話で確認できます　　　　　575ー6371・75－6372　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※ 通 話 料 は 利 用 者 負 担 と な り ま す 　 　 お 問 合 せ 　 総 務 課 行 政 係 ( 内 線 2 2 0 6 ・ 2 0 0 4 )
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　 　 平成26年度　下水道推進標語「げすいどう　みずのみらいを　まもるみち」　下水道に関する 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ご 相 談 ・ お 問 合 せ は 、 役 場 上 下 水 道 課 ま で ご 連 絡 く だ さ い 。 　5 7 5 － 6 0 2 5

免税軽油使用者証・免税証の交付申請の
　　　　　　　　　「仮受付」について(農業用)

免税軽油を使用する皆様へ

　平成27年４月以降の免税軽油に係る免税軽油使用者証・免税証の交付申請を、次のとおり「仮受付」します。

　平成27年度税制改正による免税軽油制度の継続が正式な交付の条件となりますので、あらかじめご了承ください。

　免税軽油使用者証・免税証の交付は、平成27年４月以降となります。

◆受付日時　１月13日(火)午前８時30分～３月31日(火)午後５時15分

※平成27年４月１日交付を希望される場合は、２月20日までに交付申請をお願いします。２月21日以降の交付申請に

　ついては、４月１日より遅い交付となる場合もありますのでご留意ください。

◆受付場所　青森県弘前合同庁舎２階　中南地域県民局県税部課税第一課

◆必要書類

・※印の用紙は、中南地域県民局県税部に用意しています。

・防除組合等の場合は免税軽油使用計画書が必要となるほか、新規申請の場合には、組合員名簿、組合定款・規

　約、前年の軽油使用明細書および納品書が必要になる場合があります。

・農作業の委託を受けている方は、耕作(農作業受委託)証明書が必要になります。

(注１)…共同申請の場合は免税軽油使用者証共同交付申請書になります。

(注２)…免税軽油使用者証の交付に係る欠格事項に該当していないことを誓約していただく書面です。

■お問合せ　中南地域県民局県税部課税第一課　軽油担当　532ー1131(内線228・278)

身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育(愛護)

手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けて

いる方またはその方と生計を一にする方が、こ

れらの手帳の交付を受けている方の生業、通院、

通学などのために自動車を利用している場合で、

その障害の程度や自動車の使用状況などが一定

の条件に該当するときには、申請により自動車

税・自動車取得税の減免を受けることができます。

　詳しくは中南地域県民局県税部までお問合せ

ください。

※軽自動車税については、藤崎町税務課から平

　成27年４月に納税通知書を発送後、受付します。

■お問合せ　中南地域県民局県税部納税管理課

　　　　　　532ー4341(直通)

自動車税・自動車取得税の

減免制度のお知らせ
タッピングタッチを体験してみませんか？

　タッピングタッチは２人１組のペアで、相手の

体に優しく触れることで心と体の緊張を和らげる

新しいケア手法です。簡単でありながら「不安や

緊張が軽減される」「肯定的な感情が高まる」など

の効果が得られるため、看護や介護現場などだけ

でなく、東日本大震災以降は被災地でも利用され

ているタッピングタッチを体験しませんか？

◆日時・場所

　・２月13日(金)　午後１時～午後１時40分

　　町文化センター３階「多目的ホール」

　・２月18日(水)　午後１時～午後１時40分

　　常盤老人福祉センター２階「会議室」

◆講　師　認定インストラクター　逢坂　久美子氏

◆参加料　無料

■お問合せ　

　福祉課健康係・傾聴ボランティアの会

　「おしゃべり」(内線2121)

No. 必　要　種　類 備　　　　考
１ 免税軽油使用者証 すでに交付を受けている方
２ 免税軽油の引取り等に係る報告書　※ 前年度の軽油の引取を証する書類を添付
３ 免税軽油使用者証交付申請書(注１) ※
４ 免税証交付申請書　　　　　　　　※
５ 誓約書(注２)　　　　　　　　　　 ※
６ 免税軽油の引取り等に係る報告書の

提出の期限の特例指定申請書　　　※
免税軽油の引取り等に係る報告書の提
出の期限の特例を受ける場合

７ 耕作証明書 農業委員会が交付する証明書
８ 県証紙(400円分) 免税軽油使用者証の交付を申請する方
９ 使用機械の譲渡証明書等 新規申請または機械を変更した場合
10 印鑑(認印で可) 共同申請の場合は全員の印鑑
11 返信用封筒(免税証等を郵送する場合) 簡易書留分の切手(402円)貼付

介護保険法の要介護認定を受けている方

については、所得税および地方税の「障害

者控除」および「特別障害者控除」の対象

となります。概ねの目安として、要介護１

から要介護３までの方は「障害者控除」、

要介護４および要介護５の方については

「特別障害者控除」を受けることができま

す。取り扱いについては次のとおりです。

①役場の申告会場で申告される方

申告会場で、申告の担当者に介護保険証

を提示の上、控除申請をしてください。

②役場以外(税務署等)で申告される方

｢障害者控除」および「特別障害者控

除」を受ける場合は、｢障害者控除対象

者認定書」が必要となりますので、福祉

課介護保険係の窓口で申請してください。

■お問合せ　福祉課介護保険係(内線2113)

要介護認定者の障害者控除について 家畜（鶏含む）を飼われている皆様へ

　平成23年度に家畜伝染病予防法の一部が改正され、

全ての家畜(鶏を含む)飼養者は、飼養頭羽数にかか

わらず毎年定期報告することが義務付けられました。

これまで報告したことがない飼養者も次のことをご

確認いただき、忘れずに報告するようお願いします。

◆報告対象

　鳥類：鶏（軍鶏、チャボなどを含む）、あひる、

　　　　うずら、きじ、ほろほろ鳥、七面鳥、だちょう

　鳥類以外：牛、馬、豚、山羊、めん羊、いのしし、鹿

◆報告内容　平成27年２月１日時点の頭羽数

◆報告様式

　「定期報告書」の様式はつがる家畜保健衛生所　

　ホームページ(http://www.applenet.jp/~tsugaru-

　kaho/)からダウンロードしていただくか、役場

　農政課窓口にて用意しています。

◆報告期日　３月７日(土)まで

◆提出方法　お問合せまで郵送またはご持参ください。

■お問合せ　

　藤崎町農政課農政係(内線2245)

　西北地域県民局地域農林水産部つがる家畜保健衛生所

　50173ー42ー2276

◆下水道事業の財源

■下水道に関するご相談・お問合せは、上下水道課までご連絡ください。☎75－6025

下水道加入促進PR広報 NO.10 

下水道加入のすすめ
～私たちの下水道Ｑ＆Ａ⑤「世代間で支える下水道」～ 下水道マスコット

キャラクター「スイスイ」

下水道への加入、

よろしくお願い

しま～スイスイ！

　一昨年から、下水道に関する説明と加入促進ＰＲを連載してきましたが、10回目の今回をもって終了とな

ります。広く下水道事業をご紹介することで、一人でも多くの方々にご理解いただけるよう続けてきましたが、

加入率については伸び悩んでいます。今後も、様々な形で下水道事業のＰＲに努めていきますので、加入促進

をはじめとした下水道事業にご理解とご協力をいただきますようよろしくお願いします。

建設費用は、国庫補助金や下水道事業債(借金)などでまかない、維持管理費用は、使

用者から徴収した下水道使用料と税金を充てることになっています。

下水道の建設や維持管理にかかる費用はどのようになっているの？

　下水道の建設費用は、国庫補助金や下水道

事業債などでまかない、後年に下水道事業債

を返済する仕組みをとっていることから、地

方公共団体の下水道会計は借金が多く、赤字

比率が高いとされています。しかし、下水道はそもそも50～100年の長い期間にわたって使うものですから、費

用を世代間で負担していただいている事業なのです。

　また、下水道の維持管理費用は、町の一般会計からの繰入金と、下水道使用料でまかなうこととされていますが、

加入率が低いなどの理由から収入確保が十分でなく、一般会計からの基準外の繰り入れで運営されているのが実態

です。

＜財源の構成＞

　　　　　　　国庫補助金　　　　　　　　　　下水道使用料

　建設費　　　　　　　　　　維持管理費

　　　　　　　下水道事業債　　　　　　　　　町費(繰入金)
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■お問合せ　福祉課健康係(内線2121～2124）

健康係
 カレンダー

　満１歳のお誕生日を迎えたらＭＲ(麻し

ん・風しん)の予防接種を受けましょう。

　また、すこやか健診等の日程一覧表は、

町ホームページに掲載しています。

２月

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 保 険 証 に 変 更 が あ っ た と き は 1 4 日 以 内 に 届 出 を !

すこやか健診

２月１８日(水)【乳児健診】

　●対　象　Ｈ26年９月～10月生

　●受　付　13：00～13：15
　●場　所　町文化センター

　●内　容　身体計測、内科、股関節脱臼検診、

　　　　　　保健指導、栄養指導

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、

　　　　　　バスタオル、問診票等

すこやか相談
２月１９日(木)【７か月児健康相談】

　●対　象　Ｈ26年６月～７月生

　●受　付　9：30～9：45
　●場　所　町文化センター

　●内　容　身体計測、離乳食のお話・試食、

　　　　　　生活リズムや発達のお話

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、

　　　　　　バスタオル、問診票等

※参加ご希望の方は７日前までにご連絡ください。

２月１９日(木)【母子健康相談】

　●対　象　妊婦・生後３か月以上の乳幼児

　●受　付　10：00～11：00
　●場　所　町文化センター

　●内　容　妊娠中のアドバイス、

　　　　　　乳幼児の身体計測、育児相談

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、

　　　　　　バスタオル

健康相談
２月４日(水)・１８日(水)【こころの健康相談】

　●時　間　9：00～12：00
　●場　所　(４日）常盤老人福祉センター

　　　　　　(18日）藤崎老人福祉センター

２月１３日(金)・１８日(水)【傾聴サロン】

　●時　間　13：00～15：00
　●場　所　(13日）町文化センター

　　　　　　(18日）常盤老人福祉センター

国民年金前納割引制度
(口座振替 前納)について

「うっかり忘れて納付期限を過ぎていた」「忙しく

て金融機関の窓口やコンビニエンスストアで支払

う時間がない」という方は、便利な口座振替をご

利用ください。なお、まとめて前払い(前納)すると

保険料が割引されます。

口座振替の方法は…

　①２年前納(４月～翌々年３月分)

　②１年前納(４月～翌年３月分)

　③６か月前納(４月～９月、10月～翌年３月分)

　④当月末振替(早割)

　※本来の納付期限よりも１か月早く口座から

　　振替する方法です。

　⑤翌月末振替　※保険料の割引はありません。

◎まとめて前払い(前納)すると、割引が適用さ

　れるのでお得です。

口座振替での前納のお申し込みはお早めに

◎口座振替での平成27年度分１年前納・６か月

　前納(４月～９月分)・２年前納の締切日は、

　平成27年２月27日(金)です。

※すでに口座振替で前納されている方は、再度

　のお申込みは必要ありません。ただし、１年

　前納から２年前納への変更など、振替方法を

　変更される場合は、再度お申込みが必要です。

※保険料が一部免除された方は、口座振替の前

　納制度はご利用いただけません。

◎初めて口座振替で前納制度(２年前納、１年前

　納、６か月前納、当月末振替(早割))をお申込

　みされた場合は、直前の３か月分(６か月前納

　の場合→４月末振替時は３月分、10月末振替

　時は９月分、当月末振替(早割)の場合→前月

　分)の保険料が未納の場合は、前納保険料額と

　同時に振替となります。

　平成27年４月中旬に届く「国民年金保険料口

　座振替額通知書」で実際に口座から振替され

　る金額を確認し、預金残高にご注意ください。

　残高不足で口座からの振替が出来なかった場

　合は、次の振替日(２年前納、１年前納の場合

　は翌年４月末)までの間、割引がない翌月末振

　替になります。

※詳しくはお近くの年金事務所へお問合せくだ

　さい。

■お問合せ　

　○弘前年金事務所国民年金課　527ー1337

年金だより

受　付

こんにちは 　　　 　です国保係

保険税の納め忘れにご注意を

　特別な事情もなく保険税を滞納し、納付相談などにも応じない場合は、未納期間に応じて下記

のような措置がとられます。保険税の滞納は、国保の加入者全員に迷惑をかけることになります。

　保険税は必ず納めましょう。

■資格に関するお問合せ　住民課国保年金係(内線2132～2134)

■納付に関するお問合せ　税務課収納係(内線2107)

延滞金などを徴収される場合

があります。すみやかに納め

ましょう。

督促が行われたあとにも納め

ないでいると、通常の保険証の

代わりに、有効期間の短い短期

被保険者証が交付されます。

保険税を納めないまま納期限

から１年を過ぎると、保険証

を返却しなければいけませ

ん。代わりに資格証明書が交

付されます。

保険税を納めないまま納期限

から１年６か月を過ぎると、

国保の給付が全部、または一

部差し止めになります。

①納期を過ぎると督促 ②短期被保険者証を交付

④国保の給付差し止め
③資格証明書を交付

そのほかに、財産の差し押さえなど

の処分を受ける場合もあります。

短期被保険者証に

なると・・・

保険証の有効期間

が短くなります。

３か月ごと(18歳

未満の方は６か月

ごと)に更新が必要

となります。

資格証明書とは・・・

国保の被保険者であるこ

とを証明するだけのもの

です。お医者さんにかか

るときには医療費をいっ

たん全額自己負担するこ

とになります。

どうしても納付が難しいときは相談を

　特別な事情により保険税の納付が困難なときには、申請により保険税の分割納付などができる場合

があります。どうしても納付が難しいときには滞納のままにせず、担当の窓口へご相談ください。

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告
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藤崎町図書館
　　　　大夢
  　75－2288

としょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだより

◎藤崎町図書館 大
た い む

夢 休館日
☆２月の休館日　

　２日(月)・ 9 日(月)・11日(水・祝)・15日(日)・23日(月)

24日(火)・25日(水)・26日(木)・27日(金)・28日(土)

※休館日に図書返却する場合は、正面玄関脇の返却ポ

ストをご利用ください。
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井
　
朗
風

長
生
き
に
も
う
欲
が
な
い
母
白
寿

◎第152回芥川賞・直木賞受賞作品・候補作品の紹介
☆芥川賞

・「九年前の祈り」  　　　　　　　 小野 正嗣/著(受賞作)

・「惑星」　　　　　　　　　　　 上田  岳弘/著(候補作)

・「ヌエのいた家」　　　　　　　　小谷野 敦/著(候補作)

・「影媛（かげひめ）」　　　　　　　高尾 長良/著(候補作)

・「指の骨」　　　　　　　　　　　 高橋 弘希/著(候補作)

☆直木賞

・「サラバ！」　　　　　　　　　　 西 加奈子/著(受賞作)

・「鬼はもとより」　　　　　　　　　  青山 文平/著(候補作)

・「あなたの本当の人生は」　　　 大島 真寿美/著(候補作)

・「宇喜多（うきた）の捨て嫁」　　　　 木下 昌輝/著(候補作)

・「悟浄出立（ごじょうしゅったつ）」　万城目 学/著(候補作)

◎おはなし会開催のおしらせ
☆定例おはなし会

・い　　つ　２月14日(土) 　午前10時～午前10時45分

・ど こ で　常盤生涯学習文化会館「児童室」

・おはなし　ときわっ子本の会

　寒い冬でも心はほっこりするようなおはなしを、本

　の内容を覚えて語り聞かせる手法（ストーリーテリ

　ング）で語ります。　

・対　　象　小学生、その他おはなしの好きな方

※始まりの時間に間に合わないと中に入れませんので、

　開始時間前までにおいでください。

☆定期おはなし会「おはなしのとびら」

・い　　つ　２月21日(土)　午前10時～午前11時

・ど こ で　藤崎町図書館 児童室「よいこのくに」

・おはなし　わっこの会

　　テーマ：『こんにちは　ピーターラビット！』

　　　　　　「ティギーおばさんのおはなし」ほか

・対　　象　幼児・児童(保護者含む)

※どなたでも参加できます。お気軽にどうぞお越しください。

◎最新着図書
☆一般図書

・「土がよくなりおいしく育つ不耕起栽培のすすめ」 涌井義郎/著

・「末期を超えて」ALSとすべての難病にかかわる人たちへ 川口 有美子/著

・「NYスタイルのジャーサラダレシピ」　　りん ひろこ/著

・「チョコケーキとクッキー、生チョコレートの本」 下迫 綾美/著

・「幕末の隻腕軍神伊庭八郎」　　　　　　  大塚 真櫻/著

・「松陰の妹」　　　　　　　　　　　　 新井  恵美子/著

・「サナキの森」　　　　　　　　　　　 彩藤  アザミ/著

・「みずうみのほうへ」　　　　　　　　　  上村  亮平/著

・「神の門」　　　　　　　　　　　　　   山崎　拓巳/著

・「点をつなぐ」　　　　　　　　　　　　  加藤  千恵/著

・「我が心の底の光」　　　　　　　　　　 貫井  徳郎/著

☆児童図書

・「アラスカの小さな家族」　　 ヒル・カークパトリック/著

・「かみなりさまのさがしもの」　　　　せんつる やよい/文

・「しっぽがぴん」　　　　　　　　　　おくはら ゆめ/作

・「ウルトラマンをつくったひとたち」 いいづか さだお/さく

☆郷　土

・「青森あるある」　　　　　　　　　　　　長内 三八郎/著

・「こぎん刺しのかわいいこもの」　　　ブティック社/出版

※都合により、一部納期が遅れることがあります。

◎図書館蔵書点検に伴う休館のお知らせ
期間：２月24日(火) ～２月28日(土)

蔵書点検期間は、館内全ての本の所在・汚破損等の確

認を１年に１回、行っております。ご不便をおかけし

ますが、ご協力お願いします。

※蔵書点検期間中の本の貸し出しはできません。

※休館日に図書返却する場合は、正面玄関脇に設置の

「返却ポスト」をご利用ください。

※「県立図書館オンラインサービス・遠隔地サービス」を

ご利用の方は、ふれあいず～む館窓口へお越しください。

藤
崎
い
き
い
き
生
活
大
学

「
知
っ
て
得
す
る
確
定
申
告
講
座
」

　
12
月
５
日(

金)

、
常
盤
生
涯
学
習

文
化
会
館
に
お
い
て
「
知
っ
て
得
す

る
確
定
申
告
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
青
森
税
務
署
職
員
を
講
師
に

迎
え
、
資
料
を
使
い
な
が
ら
確
定
申

告
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

受
講
生
か
ら
「
扶
養
控
除
」
や
「
医

療
費
控
除
」
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、

講
師
が
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
受
講
生
か
ら
は
「
税
金
の
し
く
み

な
ど
が
勉
強
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

「
ぷ
っ
く
り
か
わ
い
い

　
　
　
デ
コ
ク
ラ
フ
ト
講
座
」

　
ま
た
、
12
月
６
日(

土)

、
常
盤
生

涯
学
習
文
化
会
館
に
お
い
て
「
ぷ
っ

く
り
か
わ
い
い
デ
コ
ク
ラ
フ
ト
講

座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ス

リ
ッ
ツ
ェ
ン
講
師
お
よ
び
シ
ャ
ド
ー

ボ
ッ
ク
ス
講
師
の
福
士
千
加
子
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
デ
コ
ク
ラ
フ
ト
で

ハ
ー
ト
型
の
リ
ー
ス
を
作
り
ま
し
た
。

　
受
講
生
か
ら
は
「
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。
お
正
月
の
作
品
も
作
っ
て

み
た
い
で
す
。
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
、
仕
上
が
り
に
大
満
足
し
て
い
ま

し
た
。

「
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
講
座
」

　
12
月
11
日(

木)

に
は
、
常
盤
生
涯

学
習
文
化
会
館
に
お
い
て
「
レ
ザ
ー

ク
ラ
フ
ト
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト

サ
ー
ク
ル
の
佐
野
テ
チ
さ
ん
、
佐
藤

ツ
エ
さ
ん
、
赤
石
次
子
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
革
に
模
様
を
つ
け
た
り
、

色
を
塗
っ
た
り
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

小
物
入
れ
を
作
り
ま
し
た
。

　
受
講
生
か
ら
は
「
自
分
の
好
き

な
模
様
と
色
に
で
き
て
嬉
し
い
で

す
。
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
仕
上

が
り
に
大
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

藤
崎
公
民
館
講
座

「
わ
く
♪
わ
く
♪

　
　
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
」
講
座

　
12
月
24
日(

水)

、
藤
崎
町
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
門
松
作
り
の
講

座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　　
藤
崎
造
園
の
兵
藤
勝
幸
氏
を
講
師

に
迎
え
、
門
松
の
由
来
や
使
わ
れ
る

植
物
の
意
味
、
竹
の
並
べ
方
な
ど
親

切
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
講
生
た
ち
は
講
師
の
指
導
の
も
と
、

お
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
、
立
派
な

門
松
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
受
講
生
は
「
素
敵
な
お
正
月
が
迎

え
ら
れ
る
。
」
と
完
成
し
た
門
松
に

大
変
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

資
料
館
あ
す
か
２
月
の
企
画
展

「
第
10
回
藤
崎
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
会
員
展
」

　
町
内
外
の
会
員
が
所
属
す
る
「
藤

崎
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
」(

木
村
義
則
代

表)

は
、
昭
和
33
年
に
「
藤
崎
写
真
ク

ラ
ブ
」
と
し
て
発
足
し
た
記
録
が
あ

り
、
当
時
の
会
員
数
は
９
名
、
月
の

会
費
３
０
０
円(

現
在
１
５
０
０
円)

、

毎
月
の
例
会
や
、
春
・
秋
の
撮
影
会

等
を
経
て
、
今
年
で
57
年
と
い
う
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
平
成
17
年

の
町
村
合
併
を
機
に
開
催
し
て
き
た

当
館
で
の
会
員
展
も
第
10
回
を
迎
え

ま
す
。

　
「
お
互
い
の
個
性
を
大
事
に
し
な

が
ら
活
動
を
続
け
て
い
る
」
と
代
表

の
木
村
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
会
員
の

皆
さ
ん
が
い
き
い
き
と
楽
し
く
活
動

し
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
く
る
こ
の

写
真
展
は
、
毎
年
心
待
ち
に
し
て
い

る
お
客
様
が
多
く
、「
来
て
よ
か
っ

た
」「
癒
さ
れ
た
」
と
好
評
で
す
。
今

年
の
写
真
も
楽
し
み
で
す
。
一
人
で

も
多
く
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◆
日　

時

　
２
月
27
日(

金)

〜
３
月
８
日(

日)

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

◆
休
館
日　

　
３
月
２
日(

月)

◆
入
館
料
　
無
料

◆
会
場
・
お
問
合
せ

常
盤
ふ
る
さ
と
資
料
館
あ
す
か

　

☎
65
ー
４
５
６
７

Ｎo.
１９６

ふ
れ
あ
い
ラ
イ
フ

生
涯
学
習
だ
よ
り

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告



16 2015．２　広報ふじさき17 広報ふじさき 2015．２

出
等
が
で
き
ま
す
。

　
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://

w
w

w
.e-tax.nta.go.jp/)

で
は
、
最
新
の

情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

　
黒
石
税
務
署
　
☎
52
ー
４
１
１
１

※
自
動
音
声
案
内
で
２
番
を
選
択
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
農
地
中
間
管
理
機
構(

あ
お
も
り

農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー)

で
は
、
農

地
の
合
理
化
、
担
い
手
へ
の
集
積
化

を
推
進
す
る
た
め
、
農
地
中
間
管
理

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
契
約
は
機
構
を
通
し
て
行
わ
れ
、

賃
料
も
機
構
を
通
し
て
や
り
取
り
さ

れ
る
の
で
安
心
で
す
。

　
さ
ら
に
、
農
地
の
集
積
へ
つ
な
が

◆
登
録
対
象
者

　
子
ど
も
が
好
き
で
、
子
育
て
に
熱
意

の
あ
る
20
歳
〜
65
歳
未
満
の
健
康
な
方

◆
賃
金
　
時
給
７
０
０
円
　

※
交
通
費
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
登
録
期
間
　

　
平
成
27
年
４
月
１
日
〜

　
平
成
28
年
３
月
31
日

◆
登
録
締
切
　
２
月
27
日(

金)

◆
登
録
方
法
　

　
履
歴
書
を
持
参
の
う
え
、
住
民
課
子

育
て
支
援
係
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　
住
民
課
子
育
て
支
援
係

　(

内
線
２
１
３
５
、
２
１
３
６)

◆
日
　
時
　
２
月
21
日(

土)

◆
場
　
所
　

　
町
文
化
セ
ン
タ
ー
「
大
ホ
ー
ル
」

◆
日
　
程
　

○
正
午
〜
午
後
０
時
30
分
　
受
付

○
午
後
０
時
35
分
〜
午
後
１
時
35
分

　
記
念
講
演

○
午
後
１
時
40
分
〜
午
後
２
時

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
校
福
祉
作
文
発
表

○
午
後
２
時
５
分
〜
午
後
２
時
25
分

　
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
に
よ
る
寸
劇

○
午
後
２
時
35
分
〜
午
後
３
時
50
分
　
式
典

◆
申
込
締
切
　

　
２
月
５
日(

木)(

一
般
参
加
者)

◆
申
込
方
法
　

　
町
内
名
、
人
数
、
送
迎
バ
ス
利
用

の
有
無
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
団
体
か

ら
申
込
み
さ
れ
る
場
合
は
、
各
団
体
長

に
参
加
の
有
無
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他
　

・
参
加
者
全
員
に
粗
品
を
用
意
し
ま

る
賃
貸
借
契
約
に
は
、
賃
料
の
ほ
か

に
各
種
協
力
金
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

(

支
給
に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す)

　
農
地
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、
農

地
中
間
管
理
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　
農
政
課
農
政
係(

内
線
２
２
４
３)

　
初
心
者
で
も
す
ぐ
に
滑
れ
る
歩
く
ス

キ
ー
で
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

◆
日
　
時
　

　
２
月
15
日(

日)

　
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
ご
ろ
ま
で

◆
場
　
所
　
福
島
地
区
農
村
公
園

◆
参
加
料
　
無
料

◆
そ
の
他
　

　
道
具
を
借
り
た
い
方
は
２
月
13
日

(

金)

の
正
午
ま
で
に
お
問
合
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　
常
盤
歩
く
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

　(

担
当)

加
藤

(

自
宅)

☎
65
ー
３
８
３
０

(

携
帯)

☎
０
９
０
ー
６
６
２
６
ー
９
５
５
４

　
学
童
保
育
と
は
、
放
課
後
や
土
曜
日

等
に
保
護
者
等
が
留
守
の
世
帯
の
児
童

を
預
か
り
、
保
育
を
行
う
も
の
で
す
。

指
導
員
が
欠
員
と
な
っ
た
と
き
や
人
手

が
不
足
し
た
場
合
に
、
登
録
を
し
て
い

る
方
に
連
絡
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
勤
務
時
間(

次
の
時
間
帯
で
の
シ
フ
ト
制)

○
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
　
　

　
小
学
校
の
下
校
時
間
〜
午
後
６
時
ま
で

○
学
校
休
業
日(

土
曜
日
や
長
期
休
業
等)

　
午
前
７
時
45
分
〜
午
後
６
時
ま
で

申
告
書
作
成
会
場
の
開
設

　
黒
石
税
務
署
で
は
、
庁
舎
内
に
「
申

告
書
作
成
会
場
」
を
開
設
し
、
パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
て
所
得
税
等
、
個
人
事

業
者
の
消
費
税
等
お
よ
び
贈
与
税
の

申
告
書
作
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
設
営
期
間

　
２
月
９
日(

月)

〜
３
月
16
日(

月)

　(

土
・
日
・
祝
日
は
除
く)

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

国
税
に
関
す
る
手
続
き
は
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
で

　
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
は
、
自
宅
や
オ
フ
ィ

ス
等
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
、
所
得
税
・
法
人
税
等
の
申
告

等
、
国
税
に
関
す
る
各
種
申
請
・
届

役場（575－3111） 常盤出張所（565－2111） 上下水道課（575－6025） 教育委員会　　(569－5010） ずーむ館（575－2288） 常盤生涯学習文化会館（565－3100） 町文化センター（575－3311） お知らせi n f o r m a t i o n

す
の
で
、
申
込
み
の
う
え
ご
参
加

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
大
会
当
日
は
、
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。
送
迎
時
間
は
「
ふ
じ
さ

き
社
協
だ
よ
り
２
月
号
」
で
ご
確

認
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

○
藤
崎
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
65
ー
２
０
５
６

○
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
75
ー
３
２
３
２

◆
受
付
期
間
　

　
２
月
２
日(

月)

〜
２
月
27
日(

金)

　
※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

　
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時

◆
有
効
期
間
　

○
町
内
業
者
の
建
設
工
事
入
札
参
加

　
資
格
申
請
書(

毎
年
更
新)

○
そ
の
他
の
入
札
参
加
資
格
申
請
書

　(

追
加
受
付
の
み)

　
１
年
間(

平
成
27
年
４
月
１
日
〜

　
平
成
28
年
３
月
31
日)

※
町
内
業
者
と
は
、
藤
崎
町
に
本
店

　
ま
た
は
実
態
の
あ
る
支
店
お
よ
び

　
営
業
所
等
を
有
す
る
者
と
し
ま
す
。

◆
提
出
方
法
　

　
郵
送
、
持
参
ど
ち
ら
で
も
可

　(

郵
送
は
27
日
消
印
有
効)

※
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://

　w
w

w
.tow

n.fujisaki.lg.jp/)

を
ご
覧

　
に
な
る
か
、
企
画
財
政
課
管
財
係
ま

　
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
・
お
問
合
せ
】

　
〒
０
３
８
ー
３
８
０
３

　
藤
崎
町
大
字
西
豊
田
一
丁
目
１
番
地

　
藤
崎
町
企
画
財
政
課
管
財
係

　(

内
線
２
２
１
２
、
２
２
１
３)

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
地
の
貸
し
借
り
に
は
農
地
中
間

管
理
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

第
10
回
町
民
歩
く
ス
キ
ー
の
集
い

学
童
保
育
指
導
員
の
登
録

を
し
ま
せ
ん
か

「
第
10
回
藤
崎
町
社
会
福
祉
大
会
」

　
開
催
の
お
知
ら
せ

　ＰＨＶの走行距離や燃費等を報告します。

　詳細については、町ホームページ(http://www.town.
fujisaki.lg.jp/)をご覧ください。

※１ 走行全体のうち、EV走行(外部充電電力を満充電から使い切るまで)の比

　　 率。0.678は、走行全体のうち76.0％をEV走行し、24.0％をハイブリッド

　　 走行していることを示しています。

※２ EV走行の燃費とハイブリッド走行の燃費に国土交通省が定めた係数(ユー

　　 ティリティファクター)をかけて算出した複合燃費のことです。

期間 12月１日～26日

運転日数 10日

運転時間 22時間22分

走行距離
241.0km
(うちEV走行距離 183.2km、
ハイブリッド走行距離57.8km)

ユーティリティファクター ※１ 0.760

給油 11.6リットル

プラグインハイブリッド
燃料消費率 ※２

約20.7km/リットル

ハイブリッド燃料消費率 約4.9km/リットル

ＰＨＶ(プラグインハイブリッド)車レポート！

Part.9

藤
崎
町
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

平
成
26
度
全
国
統
一
防
火
標
語

｢

も
う
い
い
か
い 

火
を
消
す
ま
で
は 

ま
あ
だ
だ
よ｣

ガ
ス
器
具
を
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う

　
厳
し
い
冬
は
、
ご
家
庭
で
ガ
ス
を

使
用
し
て
の
暖
か
い
食
事
や
鍋
物
な

ど
で
食
卓
を
囲
む
こ
と
が
と
て
も
多

く
な
る
季
節
で
す
。
し
か
し
、
ガ
ス

は
使
用
方
法
を
間
違
え
る
と
火
災
に

つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
使
用
方
法
を
守
っ
て
ガ
ス
を
正
し

く
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
着
火
・
消
火
は
必
ず
目
で
確
認

②
青
い
炎
で
使
用
す
る

　(
赤
い
炎
で
は
不
完
全
燃
焼
が
考

　
え
ら
れ
る
た
め)

③
使
用
中
は
器
具
か
ら
離
れ
な
い

(

風
や
煮
こ
ぼ
れ
で
火
が
消
え
た
り
、

天
ぷ
ら
油
に
着
火
し
大
変
危
険)

④
室
内
で
は
換
気
扇
を
回
し
、
時
々

　
窓
を
開
け
て
十
分
に
換
気
す
る

(

換
気
が
十
分
に
行
わ
れ
な
い
と
、

酸
素
が
不
足
し
、
不
完
全
燃
焼
を

起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る)

項
を
記
入
し
た
「
防
火
対
象
物
使
用

開
始(

変
更)

届
出
書
」
を
消
防
に
届

出
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

届
出
が
必
要
と
な
る
主
な
場
合

○
新
築
、
増
築
や
改
築
な
ど
に
よ
っ

て
事
業
所
部
分
の
床
面
積
が

１
５
０
㎡
以
上
と
な
る
場
合

○
地
階
、
無
窓
階
の
床
面
積
が
50
㎡

以
上
と
な
る
場
合

○
全
部
ま
た
は
一
部
が
今
ま
で
と
異
な

る
事
業
用
途
に
変
更
と
な
る
場
合

○
事
業
名
称
な
ど
に
変
更
が
生
じ
る
場
合

　
届
出
書
に
は
案
内
図
・
配
置
図
・

平
面
図
な
ど
の
建
築
関
係
図
面
を
添

付
し
て
２
部
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
建
物
規
模
に
よ
っ
て

は
消
火
器
な
ど
の
消
防
用
設
備
の
設

置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
使
用
開
始
届
出
書
を
ま
だ
提
出
し

て
い
な
い
事
業
所
は
、
速
や
か
に
届

出
す
る
と
と
も
に
、
防
火
対
策
は
大

丈
夫
か
、
今
一
度
、
冷
静
な
目
で
周

囲
を
見
直
し
、
不
安
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
お
問
合
せ
　

　
弘
前
消
防
本
部
予
防
課

　
5 

32
ー
５
１
０
４

消
防
だ
よ
り

東
消
防
署
北
分
署
　
☎ 

75
ー
３
３
３
３

⑤
使
用
後
は
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
る

(

特
に
お
や
す
み
前
や
お
出
か
け

前
に
は
要
確
認
、
ま
た
ゴ
ム
管
が

し
っ
か
り
は
ま
っ
て
い
る
か
、
損

傷
が
な
い
か
注
意)

ガ
ス
く
さ
い
と
感
じ
た
ら
…

○
火
気
は
絶
対
に
使
用
し
な
い

　(

換
気
扇
、
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
に

　
は
手
を
触
れ
な
い)

○
窓
を
静
か
に
開
け
て
換
気
す
る

○
手
元
の
ガ
ス
栓
や
メ
ー
タ
ー
ガ
ス

　
栓
を
閉
め
、
取
扱
店
・
販
売
店
に

　
連
絡
す
る

防
火
対
象
物(

事
業
所)

の
使
用

開
始
を
届
出
し
て
い
ま
す
か

　
建
築
物
を
様
々
な
業
種
で
使
用
す

る
場
合
は
、
火
災
予
防
条
例
に
よ
り

使
用
す
る
７
日
前
ま
で
に
、
名
称
・

所
在
・
用
途
・
収
容
人
員
な
ど
必
要
事

　町では、青森県地域の元気支援事業費補助金の交付を受けて、災害時に町の避難施設に配置するハロゲン

ライト等を整備しました。また、内水氾濫が発生した場合に、家屋等を浸水被害から守るための水中ポンプ

を整備しました。

　これにより町の防災機能を強化し、災害に強いまちづくりを推進することができました。

町の防災機能を強化しました

■お問合せ　企画財政課企画係(内線2223）

※青森県地域の元気支援事業費補助金とは、市町村が自発的、主体的に取り組む地域特性を活かした地域   

　づくり等を、県が支援することを目的としたものです。
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町の人口と世帯数

12月31日現在 前月比

人口　男 7,297人 －12 

　　　女 8,312人 －３

合計 15,609人 －15 

世帯 5,833世帯 －２

２月の町税等の納期

納期限は３月２日(月)です

●介護保険料　　　　　　　第８期

●後期高齢者医療保険料　　第８期

●国民健康保険税　　　　　第８期

窓籍戸 の １２月届出分

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　 

（
　
）
内
保
護
者

伝
　
馬
　
木
村
　
陸あ

つ

と人
（
繁
樹)

　
榊
　
　
鈴
木
　 

蘭ら
ん  

（ 

翔  )

若
　
松
　
對
馬
　
冴さ

わ和
（
孝
幸)

西
　
田
　
佐
藤
　
心こ

こ

ろ花
（
幸
一)

緑
　
町
　
古
川
　 

詩う
た  

（
正
道)

東
　
町
　
三
浦
　
凱が

い

と斗
（
桂
一)

小
学
校
通
り

　
三
橋
　
佳か

ほ歩
（
賢
太
郎)

朝
日
町
　
永
田
　
優る

あ心
（
隆
太
郎)

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

常
　
盤
　
早
川
　
和
子
（ 

73 )

柏
木
堰
　
米
村
　
セ
ツ
（ 

92 )

福
左
内
　
成
田
　
茂   

（ 

80 )

　
榊
　
　
海
老
名
千
代
枝
（ 

89 )

西
中
野
目
　
中
村
喜
三
郎
（ 

81 )

白
　
子
　
唐
牛
　
ヒ
メ
（ 

89 )

徳
　
下
　
浅
利
　 

昇  

（ 

83 )

み
つ
や
　
山
田
　
定
榮
（ 

86 )

矢
　
沢
　
溝
江
　
幾
世
（ 

97 )

東
　
町
　
神
彦
右
衛
門
（ 

88 )

福
　
舘
　
工
藤
　
き
　
（ 

87 )

東
　
町
　 

神  

　
正
市
（ 

92 )

中
野
目
　
佐
藤
　
光
雄
（ 

59 )

白
　
子
　
福
田
　
繁
一
（ 

91 )

※
こ
の
欄
に
載
せ
た
く
な
い
方
は
、

　
届
け
出
の
時
に
窓
口
に
申
し
出

　
て
く
だ
さ
い
。

あ と が き

　みなさん大晦日の紅白歌合戦はご覧になったでしょうか。まさかふ

じ丸くんがあの紅白に出る日が訪れようとは夢にも思っていなかった

ので不思議な気持ちでテレビを観ていました。 (S)

(12月31日現在)

12月中 前年比 年間累計 前年比

件数 411件 － 78 4,133件 －830

死者 ７人 ＋ １ 54人 ＋ ６  

傷者 497人 －102 5,105人 －1,017

県内の交通事故概況

　みなさん、お野菜、食べていますか？
　必要なのは分かっているけど、今の時期高いから…という方も多いのではないでしょうか。そんなときは、家計に優しい「豆
苗」がおすすめです。豆苗の旬は３月～５月にかけてですが、水耕栽培の豆苗は通年安定流通しており、スーパーで 100 円
くらいで売られています。
　豆苗はえんどうの若芽のことで、えんどう特有のほのかな香りとシャキシャキ感が特徴のきれいな濃緑色の野菜です。豆
苗には抗発がん作用や動脈硬化の予防で知られているβ

ベータ
ーカロテンや、体の中で新陳代謝の働きを助けるビタミンＢ群が豊

富に含まれています。

■材料 ( ２人分 )

　・豆苗　１パック　・ベーコン　１枚(20g)　・にんにく　１かけ

　・オリーブ油　小さじ１(４g)　・しょうゆ　小さじ１(５ml)

　・練りわさび　小さじ1/2(３g)

■作り方

①豆苗は根元を切り落として洗い、半分の長さに切る。

②ベーコンは１cm 幅に切る。にんにくは薄くスライスする。

③しょうゆと練りわさびを混ぜ合わせておく。

④フライパンにオリーブ油とにんにくを入れて弱火で熱し、香りが立っ

たらベーコンを加えてさっと炒める。

⑤④に豆苗を加えてさっと炒めたら、火を消して③で作ったものを加え

る。さっと混ぜ合わせたら器に盛りつける。

※火を通しすぎると水分が出て、ベチャッとした仕上がりになるので、

最後に一気に和えるように混ぜましょう。

ふじさキッチン ■お問合せ　福祉課健康係
　　　　　　( 内線 2122)

１日３食、野菜を食べよう！

旬を味わう「豆
とうみょう

苗とベーコンのわさびじょうゆ炒め」


